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衆
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院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
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一
に
つ
い
て

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
（
以
下
「
モ
デ
ル
事
業
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
産
米
の
販
売
価
格

が
標
準
的
な
販
売
価
格
を
下
回
っ
た
場
合
に
そ
の
差
額
を
補
償
す
る
変
動
部
分
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
当
該

変
動
部
分
の
措
置
に
係
る
単
価
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
ま
で
の
平
成
二
十
二
年
産
米
の
取
引
価
格
を
基
に
算
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

御
指
摘
の
平
成
二
十
二
年
十
月
七
日
付
け
の
日
本
農
業
新
聞
の
記
事
に
お
い
て
は
、
一
定
の
前
提
の
下
に
試
算
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
数
値
や
計
算
方
法
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
試
算
に
対
し
て
見
解
を
述
べ
る

こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

二
に
つ
い
て

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
生
産
数
量
目
標
に
即
し
た
生
産
を
行
う
者
に
対
し
て
そ
の
所
得
を
補
償
す
る
と
い
う
強
力
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
主
食

用
水
稲
の
過
剰
作
付
面
積
は
、
平
成
二
十
一
年
度
と
比
較
し
て
減
少
し
て
い
る
。
今
後
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
推
進
す
る

一



こ
と
に
よ
り
、
更
に
需
給
調
整
へ
の
参
加
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
同
制
度
の
導
入
は
米
価
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
に

も
資
す
る
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
農
業
が
食
料
の
安
定
供
給
や
多
面
的
機
能
の
維
持
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を

評
価
し
、
意
欲
あ
る
農
業
者
が
農
業
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整
え
、
「
食
」
の
再
生
と
食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

本
格
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
恒
常
的
に
販
売
価
格
が
生
産
費
を
下
回
っ
て
い
る
米
、
麦
、
大
豆
等
の
土
地
利
用
型
作
物
を
対

象
に
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
農
林
水
産
省
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
を
目
指
し
、

同
年
度
予
算
概
算
要
求
に
お
い
て
、
米
、
麦
、
大
豆
等
を
対
象
に
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
し

て
い
る
。

五
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
産
米
よ
り
も
低
い
価
格
で
取
引
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い

二



る
。米

穀
の
価
格
は
、
需
給
動
向
、
経
済
情
勢
等
に
よ
る
様
々
な
影
響
を
受
け
て
決
ま
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
産
米

の
価
格
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
事
業
の
導
入
に
よ
り
需
給
調
整
が
進
み
、
主
食
用
水
稲
の
過
剰
作
付
面
積
が
平
成
二
十
一
年

度
と
比
べ
て
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
需
給
を
引
き
締
め
る
効
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、
過
剰
作
付
面
積
は
い
ま
だ
に
四
万
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
等
、
依
然
と
し
て
需
給
緩
和
要
因
が
存
在
す
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
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